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第３次備前市総合計画の後期期計画及び 

第３期備前市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定における新たな視点 

～地域幸福度の指標を使って“まちづくり”の方向性を探る～ 

 

１ デジタル化の目指すもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ Well-being（ウェルビーイング：地域幸福度）とは 

  直訳すると、Well＝よい ＋ being＝状態 →よい状態 

  厚生労働省では、「ウェルビーイングとは個人の権利や自己実現が保障され、身体

的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念」と説明している。 

 このウェルビーイングの概念を「暮らしやすさ」や「幸福感」を表す「地域幸福度」

として、具体的な数字で目に見える形（→指 標）とすることで、これからのデジタ

ル化を含むまちづくり全体の政策検証・立案につなげることができる。 

 

例えば、本市では、スマートフォンの配布、地域電子ポイントの仕組み、デジタル教科書の

導入、水道検診のスマートメータ―、スマート窓口サービスなど様々なデジタル化を展開 

デジタル化は市民の暮らしやすさ、幸福感の向上につながっているのか 

デジタル化を含むまちづくりがもたらす暮らしやすさ、幸福感の状態を 

目に見えるかたちにすることで、より良い取組につなげる 
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３ 地域幸福度（Well-being）指標の仕組み 

 

 

４ 地域幸福度（Well-being）指標の活用 

 

 

 

 

 

○  

 

 

○ 指標は、２４のカテゴリで構成され、「客観指標」と「主観指標」で数値化 

○ 客観指標は、地域の生活環境や暮らしやすさを偏差値化（国のデータを活用） 

○ 主観指標は、住民意識を各自治体がアンケート調査で収集・分析 
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５ 備前市における客観指標の結果 

 

 

 

６ 備前市及び吉備中央町における主観指標と客観指標の重ね合わせ 

  
       備前市（N=97名）             吉備中央町（N=22名） 
       ※本年度新たな主観指標調査を実施中 

７ 計画策定における地域幸福度（Well-being）指標の活用 

○ 主観と客観の両面から指標を捉えることで、地域の姿を偏重することなく、強

みや弱み、市民の意識差などを分析することが可能となる。 

○ 世代別、地域別に多角的な現状把握と課題設定による、ターゲットを絞った根

拠のある取組み立案が可能となる。 

○ 既存の取組も主観・客観指標に結び付けることで、意義付けが明確になる。 

偏差値：５０ 


